
  

  
 

看護師獲得に向け看護部ではできるだ

け多くの人に北海道社会事業協会小樽病

院（略称;小樽協会病院）を知ってもらうた

めに、さまざまな試みをしています。 

ホームページはまめにマイナーチェン

ジを行なっています。皆さんも見てくださ

いね！ 

今年度実施（含予定）したことは 

① ホームページの更新 

② 看護学校訪問（本部との合同） 

③ 高校訪問（小樽潮陵高校・小樽桜陽

高校・他札幌市内の高校多数） 

④ ナスナスガイドへパンフレットの

掲載（ナスナスガイドで簡単に検索

できます） 

⑤ 看護学生・看護予備校生への奨学金

紹介 

⑥ 看護学生のアルバイト雇用 

⑦ 看護学生向け研修実施（予定；教育

専任副部長が案を練っています。） 

 

⑧ 当院看護部だより発行（これです）

そのほか、なにかいいアイディアが

あったら、ぜひ紹介してください

ね。 

  安心して働ける職場はまず、マンパワ

ーです。みんなで協力して、一緒に働く

仲間を増やしましょう。（坂本） 

         

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
K 師長；男性看護師座談会始めます。よろしくお願いします。「看護師を職業として選択する際に少数派の男性であることに、

抵抗や迷いがなかったか」と言うことに関してはどうだったでしょう？僕らの頃からちょっとずつ男の人増えてきて

るんですよね。学校にはまあまあいて、看護学校の時はかなり多かったです。 

T 主任；クラスで８人くらい。 

北海道社会事業協会小樽病院 

看護部だより（No２・夏号 ） 

8/30/2010 発行 ひ だ ま

エンゼルケア研修会のお知らせ 

 本年度から、看護部エンゼルケア研究会の活動を始めました。看護師は、患者が亡くなる以前から家族とも関係をもち、唯一「生

から死への位相」を知る専門職といわれています。患者・家族のために、看取りの看護やエンゼルメイクについて勉強し、看護部の

みなさんへ伝達していきたいと思っています。 

 本年度は、葬儀会社を訪問しお話を聞いたり、エンゼルケアについての研修に参加します。そこで得たものを伝達研修という形で

みなさんにお伝えする予定です。 

                                            ６病棟 藤田 希功美 

４月に外来検査部にカテーテルチームが出来て早３ケ月が経過しました。 

                      ５階のスタッフやコメディカルの皆さんの助けを借り、ようやく、「土台」

の「土」が出来始めてきたような気がします。私自身、まだまだ足手まといに

なっていることが多々あり、外来スタッフ、特に、検査部のスタッフの皆さん

には迷惑をかけているところも日々の業務の中で感じています。 

                         カテーテル中は張り詰めた空気と緊張の連続ですが、チーム内で疲労感の

中にも“笑顔”で業務終了ができたらいいな と秘かに感じつつ・・・これか

らも、スタッフの未知数の力を借り「土台」ができるように頑張っていきたい

と思います。 

                        最後に、心カテチームの 廣橋さん・鈴木さん・小野さん 皆には、日々の多

忙のなか頑張ってくれて感謝しています。 

素敵なカテメンバーと放射線科 斉藤主任     これからもよろしくお願いします。                                                                          

 

ME 佐伯さん・実習にきた学生さん  

（業務多忙で撮影に入れず・・鈴木さんごめんなさい）                 文・撮影：外来 武蔵 真理子 

                                                            

男性看護師座談会 

当院には男性看護師が比較的多くいます。（10 名 7.1％）うち役職者（師長・主任）が4 名います。今回

は少数派の男性看護師として日々活躍している4 名の男性看護師に座談会形式で話をしていただきました。 

り 信通

外来検査部 

心臓カテーテルチーム紹介 


